


第 51回山陰麻酔学会プログラム 

 

【ランチョンセミナー】 12：00～13：00 

『新専門医制度の最新の状況と今後の方向性について 

－我々がすれば良いこと』 

昭和大学医学部麻酔科学講座 

大嶽 浩司 主任教授 

 

座長：齊藤洋司 

（島根大学医学部麻酔科学講座教授） 

 

共催：バクスター株式会社 

 

 

開会の辞 13：00～13：05       会長：二階 哲朗 

 

 

【一般演題】 13：05～14：15 

 座長：石田 亮介（島根県立中央病院救命救急科） 

 

1. 帝王切開術中の低血圧発生症例の検討―自動麻酔システム GAIAの有用性 

○猪木迫彩香、土井克史、岸本朋宗、上田陽子、江田佐江子 

国立病院機構浜田医療センター麻酔科 

 

2. カフ圧計を用いないカフ圧調整法の比較 触診 VSシリンジ法 

○播本尚嗣、倉敷俊夫、内藤 威、上田真由美、播本由香利 

山陰労災病院麻酔科 

 

3. 肺切除術前後の運動耐容能と筋力の変化 

○馬庭春樹、武部晃平、亀尾光子、郷原 宙、大田千景、佐々木順一 

松江赤十字病院リハビリテーション科 

 

4. Sturge-Weber症候群患者の麻酔経験 

○宇賀田圭、森 英明、齊藤洋司 

島根大学医学部麻酔科学講座 

 

5. 無症候性皮膚筋炎に伴う急速進行性間質性肺炎に対し経肺圧を測定し人工呼吸管理を行

った 1例 

○松尾輝政 1)、庄野敦子 1)、串崎浩行 2)、三原 亨 2)、榊原 学 2)、二階哲朗 2)、 

齊藤洋司 1) 

1) 島根大学医学部麻酔科学講座、2) 島根大学医学部附属病院集中治療部 



 

6. 産科診療所における帝王切開術の工夫ーいつものことをいつもどおりー 

○多喜小夜 

ながい麻酔科クリニック   

 

 

【シンポジウム－これから目指す周術期管理－】 14：15～15：30 

 座長：坂本成司（鳥取県立中央病院集中治療科） 

 

1. これからの周術期管理 他職種連携を目指して 〜理学療法士の立場から〜 

原 祐樹 

島根大学医学部附属病院リハビリテーション部 

 

2. 気管挿管中の合併症と口腔機能管理 

藤井信行 1)、小谷 勇 1)、稲垣喜三 2) 
1)鳥取大学医学部感覚運動医学講座口腔顎顔面病態外科学分野 

2)鳥取大学医学部器官制御外科学講座麻酔・集中治療医学分野 

 

3. 周術期管理の質と安全を目指した多職種連携の取り組み 

本岡明浩 

島根大学医学部附属病院麻酔科 

 

4. 看護師を対象とした DAM スキルアップ研修の取り組みについて ～これからの周術期

看護教育～ 

松本 恵 

独立行政法人国立病院機構浜田医療センター 

 

 

～・～ 総 会 議 事（休憩） ～・～  15：30～15：45  二階 哲朗 

 

 

【特別講演】 15：45～16：45 

『麻酔導入で培うチームダイナミクス 

～プラチナタイムトレーニングのススメ～』 

東京慈恵会医科大学 麻酔科学講座 

鈴木 昭広 准教授 

 

座長：二階 哲朗 

（島根大学医学部附属病院集中治療部准教授） 

 

 

閉会の辞 16：45～16：50         会長：二階 哲朗 
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